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１　過去30年のおもな農業指標の推移

単位 昭和55年 平成２年 平成12年 平成22年 30年間の総世帯、農家戸数、経営耕地面積の推移

総人口 人 46,380 46,220 45,718 42,802
昭和55年=100 － 100 100 99 92

総世帯数　ａ 世帯 12,320 13,007 14,657 14,989
昭和55年=100 － 100 106 119 122

農家戸数　ｂ 戸 2,890 2,283 1,709 1,508
昭和55年=100 － 100 79 59 52

農家率　ｂ/ａ ％ 23 18 12 10

販売農家 戸 2,890 1,464 1,086 815
昭和55年=100 － 100 51 38 28

専業農家 戸 105 123 91 81
昭和55年=100 － 100 117 87 77

第１種兼業農家 戸 96 47 43 77
昭和55年=100 － 100 49 45 80

第２種兼業農家 戸 2,689 2,113 952 657
昭和55年=100 － 100 79 35 24

農業就業人口 人 1,174 739
平成12年=100 － 100 63

農家人口 13,605 10,762 7,861 6,939
昭和55年=100 － 100 79 58 51

基幹的農業従事者数 人 296 280
昭和55年=100 － 100 95 　○総世帯数は、30年間で20％増加

経営耕地面積 ha 1,261 1,100 987 885 　○農家戸数は、30年間で１／２に減少
昭和55年=100 － 100 87 78 70 　○経営耕地面積は、30％減少

農業粗生産額 百万円 2,673 2,653 2,237 1,660
昭和55年=100 － 100 99 84 62

資料：「国勢調査（平成22年、平成12年、平成2年、昭和55年）」「世界農林業センサス」

注：平成22年の農業粗生産額は、平成18年の農業産出額
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２　農業生産の現状（平成22年度）

（１）基幹的農業従事者

単位 人数 割合 人数 割合

20歳代以下 人 4 1.4 2 0.7

30歳代 人 6 2.0 4 1.4

40歳代 人 21 7.1 11 3.9

50歳代 人 25 8.4 40 14.3

60歳代 人 107 36.1 75 26.8

70歳代以上 人 133 44.9 148 52.9

合計 人 296 100.0 280 100.0

資料：「世界農林業センサス」

（2）販売農家　経営耕地面積別農家数

単位 農家数 割合 農家数 割合

0.3ha未満 戸 5 0.5 1 0.1

0.3 ～ 0.5ha 戸 421 38.8 254 31.2

0.5 ～ 1.0ha 戸 452 41.6 348 42.7

1.0 ～ 1.5ha 戸 126 11.6 124 15.2

1.5 ～ 2.0ha 戸 43 4.0 37 4.5

2.0 ～ 3.0ha 戸 20 1.8 22 2.7

3.0 ～ 5.0ha 戸 10 0.9 20 2.5

5.0 ～ 10.0ha 戸 8 0.7 6 0.7

10.0ha以上 戸 1 0.1 3 0.4

合計 戸 1,086 100.0 815 100.0

資料：「世界農林業センサス」

（3）おもな農産物の作付面積及び家畜の飼養状況

単位 平成18年 平成23年 H23/H18

水稲 ｈａ 743 659 88.7 ↓

小麦 ｈａ 46 63 137.0 ↑

だいず ｈａ 33 79 239.4 ↑

乳用牛 頭 405 387 95.6 →

肉用牛 頭 1,492 1,585 106.2 →

種鶏 羽 7,000 3,000 42.9 ↓

資料：「世界農林業センサス」
注：農産物は作付面積、家畜は頭数
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（4）農産物販売金額規模別経営体数

単位 農家数 割合 農家数 割合

販売なし 戸 86 7.9 140 17.2

50万円未満 戸 572 52.7 398 48.8

50～100万円 戸 268 24.7 152 18.7

100～200万円 戸 102 9.4 73 9.0

200～300万円 戸 16 1.5 11 1.3

300～500万円 戸 5 0.5 9 1.1

500～700万円 戸 5 0.5 7 0.9

700～1,000万円 戸 6 0.6 6 0.7

1,000～1,500万円 戸 2 0.2 1 0.1

1,500～2,000万円 戸 2 0.2 1 0.1

2,000～3,000万円 戸 7 0.6 6 0.7

3,000～5,000万円 戸 15 1.4 7 0.9

5,000万円以上 戸 0 0.0 4 0.5

合計 戸 1,086 100.0 815 100.0

資料：「世界農林業センサス」

（5）作付面積と収穫量

品目 作付面積 収穫量 品目 飼養戸数 飼養頭数
ha ｔ 戸 頭

普通 水稲 669 3110 1位 畜産 乳用牛 8 420
作物 小麦 59 114 3位 肉用牛 18 1470

大豆 68 80 2位 採卵鶏 1 x
小豆 2 ...
かんしょ 6 ...

飼料 牧草 23 ... 4位
作物 青刈りとうもろこし 2 ...

ソルゴー 4 ...
野菜 だいこん 10 312 5位

キャベツ 4 122
ほうれんそう 2 24
ねぎ 3 44
たまねぎ 5 127
きゅうり 5 85
トマト 6 130

果樹 ぶどう 1 17
うめ 1 3
かき 5 27
くり 7 8

【普通作物・飼料作物・工芸農作物】の都道府県別は平成22年産、市町村別の水稲、麦類、大豆、そば、なたね、てんさいは平成22年産、

そのほかは「平成18年（産）作物統計調査」。
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3　北播磨地域における西脇市農業の位置付け

単位 西脇市 三木市 小野市 加西市 加東市 多可町

総土地面積　a （2010年） ha 13,247 17,658 9,292 15,095 15,749 18,515

西脇市=100 － 100 133 70 114 119 140

（2010年） ha 1,160 3,140 2,370 3,720 2,910 1,440 耕地面積は１番狭い

西脇市=100 － 100 271 204 321 251 124

耕地面積の割合（b/a） ％ 9 18 26 25 19 8 耕地面積比率も２番目に小さい

総人口　c （2010年） 人 42,802 81,009 49,680 47,993 40,181 23,104

西脇市=100 － 100 189 116 112 94 54

総世帯数　d （2010年） 世帯 14,989 28,506 16,470 15,188 14,133 6,709

西脇市=100 － 100 190 110 101 94 45

総農家数　e （2010年） 戸 1,508 3,054 2,449 3,828 2,900 1,969 農家数は１番少ない

西脇市=100 － 100 203 162 254 192 131

農家率(e/d) ％ 10 11 15 25 21 29 農家率は１番小さい

１農家当たりの耕地面積　（b/e） ％ 77 103 97 97 100 73 １農家当たりの耕作面積は２番目に小さい

西脇市=100 － 100 134 126 126 130 95

農業産出額 （2006年） 千万円 166 587 404 515 338 199 農業産出額は１番小さい

西脇市=100 － 100 354 243 310 204 120

米 千万円 83 297 159 214 249 95

西脇市=100 － 100 358 192 258 300 114

野菜 千万円 24 140 45 47 45 23

西脇市=100 － 100 583 188 196 188 96

畜産 千万円 54 99 187 210 23 66

西脇市=100 － 100 183 346 389 43 122

市民飲食費　（参考資料を参照） 千万円 2,695 5,100 3,128 3,022 2,530 1,455

資料：「世界農林業センサス」

耕地面積 b
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◆参考：市民飲食費の算出方法

飲食費最終消費額（全国）　a 80.3兆円/年

日本の人口　b 1億2,754万人

国民1人当たりの飲食費　c=a/b 629,606円/人・年

西脇市の人口　d 42,802人

西脇市民の飲食費　e=c*d 2,695千万円/年 ←試算額

※西脇市の農業産出額は166千万円であるが、市内ではその約16倍もの飲食費が消

費されている

「農林水産省の試算では、農林水産物の生産段階の販売額は 12 兆円が生産者に・・・」 

 

■全国では

食用農水産物国内生産 12.1兆円 → 飲食費最終消費額 80.3兆円

約6.6倍

■西脇市では

食用農水産物国内生産 約16億円 → 飲食費最終消費額 約269億円

約16倍
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品目 消費量 備考

主食米410ha 出荷　 1,400ｔ 西脇市民
自家消費510ｔ

野菜40ha 出荷　　200ｔ 酒米

自家消費(不明)

大豆66ha 出荷52ｔ 大豆

(丹波黒)

和牛1,470頭 牛肉換算140ｔ 市外に出荷 和牛

(出荷700頭) 酒蔵
乳牛300頭 牛乳2,400kl 穀物卸 乳牛

牛乳工場
ゴマ5ha 食肉処理 ゴマ

製粉
酒米259ha 出荷  1,200ｔ 食品加工 野菜

(山田錦) 　　・
麦類62ha 麦類

需給表(麦類)33.1㌔/人

果実、魚介、油脂、砂
糖・・等

消　　　費

主食米

その他

2,500ｔ
需給表（米）57.8㌔/

人

需給表(豆類)8.3㌔(内,

大豆6.2㌔)/人

需給表(肉類)29.6㌔(内,

牛肉6㌔)/人

需給表(牛乳・乳製

品)88.6㌔/人

国内消費15万t　１㌔/

人
50ｔ

5,000ｔ

1,400ｔ

355ｔ

1,270ｔ

3,800ｔ

４ 西脇市の農業流通関係のフロー

需給表(野菜+いも)110

㌔/人

ＪＡ等出荷

流　　通生　　産

食品加工

観光農園、オーナー園等

農産物直売所

出荷　　4ｔ

出荷　110ｔ
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５ 地産地消の取組み 

 
（１）農産物直売所（常設） 

 

西脇市立北はりま農産物直売所
「北はりま旬菜館」

H23 200 8,500 70,000 400
地域農業の活性化と地産地消を目的に、北播磨地域及び丹波市、篠山市で生産さ
れた農産物やそれを材料として製造された加工食品を中心に販売しています。是
非お越しください。お待ちしています。

JAみのりファーマーズマーケッ
ト「ふれすこ」西脇店

H16 150 14,000 140,000 120
「ひょうご安心ブランド農産物」に認証された野菜を中心に安全･安心･新鮮にこ
だわり、旬の新鮮で安心な野菜を販売しています。消費者に笑顔でお届けするお
店です。スタッフ一同、笑顔でお待ちしております。是非お越しください。

道の駅「北はりまエコミュージ
アム」

H14 69 13,000 280,000 150
地元で採れる酒米山田錦を使用した特産品日本酒「どまんなか」、黒田庄和牛コ
ロッケ、播州百日鶏を使った「とりめしの具」、金ゴマを使った「金播磨」「へ
そゴマぽん酢」、播州織の布、手作りの商品・特産品等を置いています。

ＪＡみのり特産開発センター H4 35,000 10,000 364
近代的で公営性･高能率な食肉カット及び食肉加工施設を有しています。
黒田庄の里人が二年間手塩にかけて育てた黒田庄和牛のおいしさを堪能してくだ
さい。

消費者向けのＰＲコメント
参加

農業者数

(人)

概算年間
販売額

(万円)

概算年間
来場者数

(人)

売場
面積

(㎡)

直売所等名称
営業
開始
年度

営業規模

 
 

（２）農商工連携 

 
生 産 者 品  目 出荷連携先 商  品 

市内生産者 和牛、じゃがいも 県内加工業者 コロッケ 

㈱兵庫大地の会 市内産を含む県内産米 県内製菓業者、酒蔵 菓子等 

日本のへそゴマ研究会員 日本のへそゴマ 大阪のゴマ取扱業者 ふりかけ、ポン酢等 

ＪＡみのり山田錦部会等会員 山田錦 全国の酒蔵 清酒 

ＪＡみのり組合員 たまねぎ 淡路等の青果物加工業者 たまねぎスープ等 
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（３）６次産業 

 
生産者 品  目 取 組 内 容 

企業組合

黒っこマ

ザーズ 

黒米を使った巻き寿司、黒豆入りマドレー

ヌ、クッキー、パウンドケーキ、特産和牛

のすじ肉を使ったコロ煮（兵庫県知事賞受

賞）、おかずみそ、ちまきなど、 

特産品開発に意欲のある人が集まり、JA みのり特産開発センター調理室を拠点に活

動。ほとんどの材料に地場産食材を使い、食の安全にこだわった手作りの加工品を開

発販売。地域内外に対して地産地消、食の安全・安心についてより積極的に発信して

いくことを目指す他、食育活動を定期的に実施。 

しのだい

ちご園 

いちご（観光農園、直売等）、ジャムやア

イスクリーム 

高設栽培等のハイテク化した生産管理によるいちご園。トイレや駐車場のほか、車椅

子によるいちご狩りも可能のバリヤフリー設計。 

近隣の小学生を招待するなど、地域密着型の経営を実施。 

百笑屋 米、野菜、もち 

美味しさと、健康（栽培期間中、化学合成農薬・化学肥料不使用、有機肥料使用）に

こだわった安全安心のお米。兵庫県の米どころ、北播磨の肥沃な大地と清流加古川の

澄んだ水が育てたおいしいお米をインターネット販売。 

 

（４）市民農園 

  「市民農園・すみよし桃源郷」 

    ・農園利用者である都市住民との交流を積極的に展開（24 年度の交流… 25 回、延べ 277 人） 

     田植と稲刈（オーナー制）、さつまいも・じゃがいも・白菜等の収穫体験、貸農園（野菜栽培）など 

     

（５）学校給食 

    平成 25 年度より、米は地元産米に転換。日本のへそゴマ、黒田庄和牛の提供も計画。 

    学校給食センターは西脇センターと黒田庄センターを統合し、新センターは 9月から供用を開始予定。 

    （幼稚園８園、小学校８校、中学校４校） 

    

 

 



 - 9 - 

６ 自然に優しい栽培への取組み 
 

（１）有機の里づくり 
 
西脇市は全国的にも名高い「神戸ビーフ」の産地であり、 

そのうち当市で育てられた但馬牛を「黒田庄和牛」としてブ 
ランド化を行っており、現在約1,350頭が飼育されている。 

一般的に輸入稲わらや乾草が主体となる肥育牛経営におい 
て、市内では、畜産農家が必要な稲わらは水稲農家が供給す 
るとともに、牛糞は堆肥化されたあと、水稲農家は地元の堆 
肥を利用し、農地に還元される稲わらと堆肥との大規模な地 
域内資源循環システムによる土づくりが定着している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       「ひょうご安心ブランド」への取組 

 

 

 

 

 

 

 

作物名 面積 認定年度 作物名 面 積 認定年度 

レタス 38a Ｈ14～ コシヒカリ 3.5ha Ｈ15～ 

白ねぎ 10a Ｈ14～ 山田錦 11.8ha Ｈ14～ 
モロヘイヤ 12a Ｈ14～ ※数値は、平成 16 年度実績 

「有機農業の推進について（H21・6 月）」農水省資料より 

1988年（昭和63）「黒田庄農業を考えるシンポジウム」 

基本構想を策定 

1989年（平成元）「有機の里づくり」振興方策を策定 

1996年（平成８）酒造会社との契約栽培 

＜特別栽培酒米：山田錦＞富山県の酒造会社 

1995年（平成７）「黒田庄町有機の里づくり全町フォーラム」 

1999年（平成11）阪神間の消費者と黒大豆オーナー制度 

2001年（平成13）先進的な環境保全型農法及び経営 

2002年（平成14）食農教育への取組 親子と農業者 交流会 
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（２）西脇ファーマーズブランド 

    平成 25 年度より市内産の農産物を地域ブランド化 

 

   ス ケ ジ ュ ー ル 

   ４月：農家説明   ５月：申請受付   ６月：審査・認証 

   ７月→出荷 

 

   認 証 対 象 

    ①「ゆめあぐり西脇」の完熟堆肥や市内酪農堆肥などの有機質資材を活用したほ場 

     で生産 

    ②化学合成農薬等の使用を３割以上削減する栽培方法 

    ③生産された農産物の履歴が開示可能 など 
   上記の基準を満たした農家が生産した農産物には統一マーク（別紙）が貼付され店頭に並ぶ。 

 

　

大

特
別
栽
培
農
産
物

有
機
農
産
物

慣行(一般)栽培

環
境
へ
の
配
慮
の
程

度

小

化学的に合成された肥料及び農薬を使用しない

遺伝子組換え技術を利用しない

堆きゅう肥を施用した土づくりを基本に、化学合

成肥料と農薬の使用を30％以上低減

土づくりを基本に化学合成肥料と農薬の使用を
50％以上低減

残留農薬が国基準の１/10以下

安
心
ブ
ラ
ン
ド

③

②

①

④

自
然
に
や
さ
し
い
農
業

土づくりを基本に化学合成肥料と農薬の使用を50％以上

低減
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７ 農村の環境 
 

（１）鳥獣被害 

 ア 西脇市内における農作物の被害の推移 

    年度  被害面積    被害金額   

    H18     6ha   7,636 千円 

    H19     4ha   3,647 千円 

    H20     4ha   4,131 千円 

    H21    17ha   13,586 千円 

    H22    25ha   29,289 千円 

    H23    23ha   26,329 千円 

    H24    15ha   15,317 千円 

 
      品目別 水稲 7ha、麦 5ha、 

           野菜 1ha、大豆 1ha など 

      鳥獣別 鹿：5,278 千円   猪：4,522 千円 

           ｱﾗｲｸﾞﾏ：2,399 千円 ﾇｰﾄﾘｱ：1,068 千円 

                                        第 4 期シカ保護管理計画（兵庫県 H24.3 月より） 

イ 鳥獣被害防止柵の設置 

 （ア）電気柵とネットフェンスの整備（市補助分のみ） H 元～23 年度   約 60km 整備 

 （イ）金網柵                    H 22～24 年度   約 37km 整備 
 

（２）耕作放棄地 

 

センサスによる耕作放棄地 耕作放棄地全体調査 

2010 年 (ha) 2005 年(ha) 2011(ha) 

西脇市 44 40 9.7 

兵庫県 5,748 5,062 1,002 

 


